
1．はじめに
たまたま新聞でʠ鳴き砂ʡの記事を読み、非常に

興味を覚えました。ちょっと調べると北海道の鳴き
砂海岸は 3箇所が有名で、室蘭市のイタンキ浜、長
万部町の静狩浜、そして小清水海岸とのこと。
鳴き砂の英訳は Soundy Sand とか Soundable

Sand かなと安直に考えていたのですが、なんと調
べると幾つかの表現があるものの、Singing Sand
が最も代表的とのこと。このお洒落な名前に感銘を
受け、音が鳴る砂でなくてʠ歌う砂ʡを是非体感し
たくこの GWにイタンキ浜を目指しました。イタ
ンキ浜のロケーションは下図のとおりです。

2．鳴き砂の条件
鳴き砂の四大条件は以下のとおりです。
①石英粒を多く含むこと
②程よく丸みがあること
③粒が揃っていること
④乾燥していて粒子がきれいなこと

そして音が出る(歌ってくれる)仕組みは、粒子同
士が擦れ合って鳴くとの考え方のほかに粒子間の空
気の強鳴音との説もあるようです。

3．イタンキ浜の鳴き砂
さて、イタンキ浜には朝早く到着したのですが、

私の普段の行いが悪かったのか(同乗の妻が雨女
だったのか？)、明け方まで雨模様でして、砂浜を歩
く人影はゼロでした。それは良いのですが、目的の
乾燥状態の砂浜が見当たらず、これじゃ音が鳴らな
いと、文字どおり地団太を踏んでしまいました。

現地の看板(写真-2)には砂を持ち帰らないよう
にとの注意喚起がありましたが、同じく案内板には
ワイングラスに入れて突き棒で音を感じて下さいと
も書いてありました。ワイングラスを持参する人は
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図-1 イタンキ浜のロケーション

写真-1 イタンキ浜の風景

写真-2 鳴り砂の案内看板



そんなに居る訳ないよなぁ、と私の好奇心は葛藤を
演じるなかで、必ず戻しに訪れることを条件にコッ
プ一杯分の砂を一時拝借させて頂きました。
帰宅後、砂を乾燥させてワイングラスに入れて先

の丸い棒で突きましたが、確かに高い音はするもの
のキュッキュッとの音感は得られませんでした。そ
こで札幌から一番近い石狩浜の砂を採取して比較し
てみました。そうしたらやはり石狩浜の砂よりもイ
タンキ浜の砂の方が明らかに高い音を発することが
確認できました。ちなみにイタンキ浜の鳴き砂は音
階の『シ』に相当するとのこと(トリビアでした)。
もしかして、石英粒だけを抽出して水で十分に洗

浄すると、もっと歌ってくれるのでしょうか？これ
は宿題とします。

4．石狩浜の砂との比較
両者の様相を写真-3 に示します。この写真から

もイタンキ浜の方が色調は薄く(石英粒が多い)、粒
度も小さい様子が伺えます(グラビア参照)。

写真-4 の拡大写真からはイタンキ浜の方が透明
な石英粒が圧倒的に多いこと、粒子の球形度が良好
であることが判ります。ここで石英と言うと六角柱

状形で先尖な鉱物形状との印象がありますが、イタ
ンキ浜の石英粒はβ石英(高温型)と言ってそろばん
玉のような形状のものです。これが鳴き砂のツボか
もしれません。ところで、そろばん玉の例えも今の
若い人には通じま
せんね(失敗！)。
帰札後すぐに自

宅ガレージで趣味
で実施した試験結
果を右表に示しま
す。ここで特筆す
べきは密度に有意
な差が認められ、
やはりイタンキ浜
の砂の方がより多
くの石英粒から構
成されることを裏
付けています。

5．おわりに
実は私が社会人になった頃、白鳥大橋の地盤調査

のため室蘭市には長く通っており、イタンキ浜の鳴
き砂の噂は聴いていましたが、実に 30数年ぶりに
念願が叶いました。ただし、今度は天候が良い日を
選んで、地団太を踏まぬようリベンジすることにし
ます。今回の砂はその時に返しておきます。
イタンキ浜へは図-1に示すように登別室蘭 ICか

ら国道 36号を通ってのアプローチが最短ルートで
すが、少し時間に余裕を持って室蘭 IC まで走って
白鳥大橋から鉄の街室蘭の眺望を楽しみ、チキウ岬
で海風に吹かれてからイタンキ浜に到達するルート
もお勧めです。
最後にお土産としてʠ欽ちゃん走りのボルタ君ʡ

絶賛推奨です！
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写真-3 両浜の砂の様相(乾燥状態)

写真-4 両砂の拡大写真

表-1 簡単な物性比較


